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西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
会
員
の
皆
様
に
は
、
西
多

摩
地
域
を
中
心
と
し
た
都
市
基
盤
整
備
工
事
並
び
に
災

害
復
旧
工
事
等
、
日
頃
よ
り
御
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
の
度
、
二
期
目
の
福
生
市
の
か
じ
取
り
を
任
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
四
年
間
、
気

を
引
き
締
め
て
行
政
運
営
に
全
力
を
挙
げ
て
、
職
務
を
全

う
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

現
在
、
福
生
市
で
は
、
人
口
減
少
や
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
へ
の
早
急
な
取
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
よ
り
、
多
く
の
権
限

と
事
務
が
市
に
移
譲
さ
れ
、
財
源
の
移
譲
や
補
助
金
の
一

括
交
付
金
化
な
ど
、
地
方
自
治
体
を
取
巻
く
環
境
は
、 

皆
様
が
御
承
知
の
と
お
り
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
課
題
を
乗
り
越
え
、
福
生
市
が
、
誰
も
が 

住
ん
で
よ
か
っ
た
、
住
み
続
け
た
い
、
住
み
た
く
な
る
ま

ち
、
多
く
の
市
民
が
い
き
い
き
と
暮
ら
す
ま
ち
と
な
っ
て

い
く
た
め
に
、
市
民
や
事
業
者
の
方
々
の
御
協
力
を
得

て
、
市
政
運
営
に
当
た
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。 

皆
様
方
に
は
、
身
近
な
地
域
に
根
づ
く
建
設
業
者
と
し

て
、
安
全
で
安
心
な
、
快
適
な
ま
ち
と
住
環
境
づ
く
り
に
、

ひ
い
て
は
地
域
の
発
展
に
大
い
に
貢
献
し
て
い
た
だ
け

る
も
の
と
、
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
引

き
続
き
、
福
生
市
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
御
理
解
と
御
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

結
び
に
、
貴
組
合
並
び
に
会
員
各
企
業
の
益
々
の
御
発

展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

 

 

 全国安全週間  ７月１日から７日  
準備期間 ６月１日～６月３０日 

  スローガン   ルールを守る安全職場 みんなで目指すゼロ災害 
 

熱
中
症
を
防
ご
う 

理事就任のご挨拶 
     大舘建設工業㈱ 代表取締役  大 舘  貴 之 
 
この度、西多摩建設業協同組合第４６回通常総会におきまし

て理事に任命されました、大舘建設工業㈱の大舘貴之でござい

ます。 
西多摩建設業協同組合という歴史のある組織の理事の一員

に加わる事になり、微力ではありますが誠心誠意務めさせて頂

きますので皆様どうぞよろしくお願いいたします。 
私が建設業界に入ってから今まで現場の工法は今までどお

りなのに対して、書類を始め図面等の電子化が進みやりとりも

データにて行われるようになりました。 
ここ５年、１０年の情報化と時代の流れの速さはついて行く

のがやっとの思いがしています。 
業界全体としてはまだまだ厳しい時だとは思いますが、みな

同じ土俵の上であり皆が思考錯誤しながら現在までやってこ

られているのだとも思います。 
その中で今は仕事の依頼があればこなしていかなければ会

社はやっていけない時期なのではないかと思います。 
 また、ここ近年四季のズレ・異常気象等、身の周りで今まで

経験したことがない事態が起こっています。この事態に対処し

ていくのも地元業者であり、西建協だと思います。 
最近の仕事依頼の中でやっぱり地元の業者さんでなくては

との声を耳にしますが、夜間の除雪作業や、緊急出動等の仕事

に対する姿勢が地域の方に伝わっているのだと信じています。 
 西建協の総務委員会活動を始めてから自分自身が成長でき

ました。 
また、これからも若さと行動力でがんばっていきたいと思い

ますので今後とも皆様のご指導ご鞭撻を賜りますようお願い

いたします。 
 

平
成
二
十
四
年
度
通
常
総
会
（
第
四
十
六
回
） 

 

優
良
工
事
表
彰
組
合
員 

㈱島田組   理事長  ㈱上坂重機開発 

平成２４年度「建設業労働災害防止対策実施事項」の概要 

Ⅲ 重点実施 
 建設業における労働災害発生状況を踏まえ、会員及び

協会は、次の事項を重点に労働災害防止活動を推進する。 

１、会員が実施する事項 

(1)安全衛生管理体制の確立 

  ①店社及び作業所の安全衛生管理体制の確立 

  ②店社における作業所の指導、支援体制の確立 

  ③工事計画段階における安全性の確保および事前審査

体制の確立 

  ④中小規模作業所の総括安全衛生管理の徹底 

(2)リスクアセスメントの確実な実施と確認 

  ①施工計画書（作業計画書を含む）作成時のリスクア

セスメントの実施 

                  ２面につづく 
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 ５ 月 事 業 報 告  

８日 若手経営者の会 役員会 
１１日 広報委員会 ２１４号編集発行 
１４日 総務委員会 
１５日 秋川流域委員会 
１７日 正副理事長会・理事会 
１７日 平成２４年度（第４６回）通常総会開催 
３１日 若手経営者の会 第１９回定期総会 
     新代表幹事 武田雅由（㈱武田組） 
     新副代表幹事 熊谷拓治（熊谷建設㈱） 就任 

 ６ 月 事 業 計 画  

８日 広報委員会 ２１５号編集発行 
１３日 東京建設業協会 第 9 支部主催 講演会 参加 
   「激動する世界の中で日本の生きる道を考える」 
  日本外交の現場から見た世界及び日本･･･世界が注目する日本人の智慧 
    講師 馬渕 睦夫氏 
    （元ウクライナ兼モルドバ大使、前防衛大学校教授） 
    会場：パレスホテル立川 午後４時３０分 
１３日 三多摩建設業連合会 平成２４年度総会 立川市内 
１５日 建災防東京支部西多摩分会 総会 午後４時 

第一部 全国安全週間説明会 午後２時から 
第二部 建設業店社安全衛生管理講習会 
会場 羽村市ゆとろぎ ２階講座室 

１８日 正副理事長会・理事会 
２０日 建災防東京支部安全推進大会 午後２時 

会場：日本教育会館 一ッ橋ホール） 
  ２部特別講演  

ウソだらけ、問題だらけの環境問題を糾弾！ 
   「環境問題の真実と日本～Co2、 

エネルギーと原発のウソ」 
 講師：中部大学総合工学研究所教授 武田 邦彦 氏 

２２日 秋川流域委員会 

〈建災防 西多摩分会〉 
７月１日 労働安全週間・安全祈願祭（明治神宮 神楽殿） 
７月初旬 工事現場パトロール実施      
 

 ◇日建学院青梅認定校（西建協）からのご案内◇ 

受講生募集案内  
 青梅認定校 ２０１２年度開講講座 

○２級土木施工管理技士コース（建設教育訓練助成金適用講座） 

・講義日時  

基礎講義 ７月 ３日（火）～７月１７日（火） 

        １８時４０分～２０時１０分 毎週 火・木 

 本講義  ７月１９日（木）～１０月２３日（木） 

        １８時４０分～２０時４０分 毎週 火・木 

○２級建築施工管理技士コース（建設教育訓練助成金適用講座） 

・講義日時  

基礎講義 ９月４日（火）～９月１８日（火） 

        １８時３０分～２０時００分 毎週 火・木 

 本講義  ９月２５日（火）～１１月４日（日） 

          ９時 00～１３時 00  毎週 日 

         １８時３０分～２０時  毎週 火・木  

 

 ◎給水装置工事主任技術者 対策講座 

  ・講義日程 ８月１日(水) ～１０月１７日（水）（予定） 

毎週月曜・水曜 １８：３０～２０：３０ 

 （曜日が変更の場合あり） 

建設教育訓練助成金について 

  ＊４項目の用件が満たされる場合に支給されます。 

＊支給金額は、消費税を除いた受講料の 50％（上限 10 万円） 

 
西多摩建設業協同組合が「日建学院認定校」として青梅校を 

開講いたしますので、会員企業の皆様からの受講問合せ 
（受講申込）等の連絡をお待ちしております。 

＊詳細説明は随時致します。 
＊先ず下記までお問合せ下さい。 

連絡先  

     青梅校（西建協）事務局 0428-22-6245 石川 

     日建立川校 042－527－3291 担当：澤田 

 

  

 

西
多
摩
の
イ
ベ
ン
ト
情
報  

◎
青
梅
市 

吹
上
花
し
ょ
う
ぶ
ま
つ
り 

二･

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
に
は
、
江
戸
系
・
肥
後
系
・
伊
勢
系
・
野
生
種
・
長
井

系
・
米
国
種
・
雑
種
、
二
一
六
品
種
、
約
十
万
本
の
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
が
植
栽
さ
れ

て
い
ま
す
。 

・
開
催
期
間 

六
月
一
日
～
六
月
三
十
日 

期
間
中
は
休
ま
ず
開
園 

 

・
開
園
時
間 

午
前
九
時
～
午
後
五
時 

（
入
園
は
午
後
四
時
四
十
五
分
ま
で
） 

・
入
園
料 

 

１
人
２
０
０
円
（
小
学
生
以
下
無
料
） 

◎
第
四
十
七
回 

福
生
ほ
た
る
祭 

日
時 

六
月
十
六
日
（
土
） 

午
後
一
時
か
ら
九
時 

※
小
雨
決
行
、
中
止
の
場
合
は
翌
日
に
順
延 

場
所 

熊
牛
会
館
横
特
設
ス
テ
ー
ジ
、 

ほ
た
る
公
園
及
び
玉
川
上
水
青
梅
橋
付
近 

臨
時
駐
車
場 

福
生
青
果
市
場 

主
催 

熊
川
牛
浜
町
会 

ほ
た
る
祭
実
行
委
員
会 

 

初
夏
の
訪
れ
を
告
げ
る
、
恒
例
の
福
生
ほ
た
る
祭
が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

優
雅
に
舞
う
ホ
タ
ル
の
光
を
眺
め
な
が
ら
、
初
夏
の
夜
を
過
ご
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。 

◎
第
二
十
八
回 

あ
き
る
野
映
画
祭
の
開
催 

映
像
市 

映
画
「
五
日
市
物
語
」
の
上
映
が
決
定
！ 

期
日 

年
七
月
二
十
一
日
（
土
曜
日
） 

場
所 

ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル
（
五
日
市
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

 

映
画
祭
メ
イ
ン
ス
ク
リ
ー
ン 

期
日 

七
月
二
十
六
日
（
水
曜
日
）
～
二
十
九
日
（
日
曜
日
） 

場
所 

秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル
（
秋
川
駅
北
口
か
ら
徒
歩
五
分
） 

 ②リスクアセスメントの結果を作業計画・手順、安全工

程打ち合わせに反映、その実施の確認 

(3)建設業労働安全衛生マネジメントシステム（コスモ

ス）の導入、実施 

(4)三大災害（墜落・転落災害、建設機械・クレーン等

災害、倒壊・崩壊災害）防止対策の徹底 

(5)安全施工サイクル活動の一層の充実 

(6)安全衛生教育の積極的な推進 

①管理監督者に対するリスクアセスメント教育の実施 

②労働安全衛生マネジメントシステムに関する研修の

実施 

③熱中症予防のための作業者教育の実施 

④丸のこ等取り扱い従事者に対する安全衛生教育の実

施 

⑤振動工具取り扱い作業従事者教育の実施 

⑥足場組み立て等作業主任者技能講習の受講 

⑦足場組み立て等作業主任者能力向上教育、各種安全

衛生業務従事者に対する安全衛生教育等の実施、受

講 

⑧職長・安全衛生責任者等の実施、受講 

⑨石綿等取り扱い作業・除染作業等の危険有害業務従

事者特別教育の実施 

⑩事業者による雇い入れ時教育、送り出し教育、新規

入場者教育、作業変更時教育の実施 

⑪建設工事に従事する作業者のヒューマンエラーによ

る労働災害防止のための安全 

        次号（216 号）に続く 

 


